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国
民
健
康
保
険
実
施
五
周
年

直
営
診
療
所
開
設
四
周
年

　
r
本
村
の
国
民
健
康
保
険
制
度
が

　
　
実
施
さ
れ
て
下
五
当
年
又
直
営

　
　
診
療
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
て
蕪

　
　
に
満
四
力
年
の
記
念
日
を
迎
う

　
　
る
こ
と
の
出
来
ま
し
た
こ
と
は

　
　
村
民
の
皆
様
と
共
に
誠
に
慶
賀

報
に
墾
な
い
と
こ
ろ
で
あ
皇

　
　
す
。

　
　
か
え
り
み
ま
す
と
国
保
制
度
を

　
　
実
施
し
ま
し
て
か
ら
今
日
迄
の

　
　
間
に
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
諸

二
種
の
困
難
も
あ
り
ま
し
た
が
重

圏
↑
日
で
は
曲
り
な
り
に
も
本
制
度

　
　
の
使
命
、
目
的
を
達
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
将
来
に
於
て
も
円
滑
な

　
　
明
る
い
運
営
の
見
透
が
あ
り
又

　
　
直
営
診
療
所
に
於
て
は
過
去
四

郷　　
力
年
の
間
に
病
棟
の
増
設
を
始

　
　
め
医
療
施
設
も
整
い
大
体
村
民

　
　
の
医
療
に
は
支
障
な
く
漸
く
に

　
　
し
て
村
民
健
康
の
守
り
の
殿
堂

　
　
と
し
て
利
用
さ
れ
理
解
さ
れ
つ

東
つ
あ
る
こ
と
を
回
り
と
ぎ
櫟
’

　
　
機
関
を
初
め
村
民
各
位
の
御
指

　
　
導
と
御
協
力
に
対
し
感
謝
と
感

　
　
激
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

　
　
ま
す
。

　
　
御
承
知
の
よ
う
に
人
生
に
誕
生

　
　
日
が
あ
る
よ
う
に
凡
そ
如
何
な

　
　
る
事
業
に
も
毎
年
一
回
そ
の
発

　
　
足
し
た
記
念
日
が
あ
り
そ
の
事

　
　
業
の
発
展
を
祝
福
致
し
ま
す
が

　
　
私
は
こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
そ

　
　
の
発
展
を
祝
福
す
る
こ
と
も
大

篶
難
錨
臨
三
吟
納

7
　
い
こ
と
、
思
う
こ
と
は
こ
の
事

第
業
発
足
の
使
命
。
動
機
竃
事
業

（
実
績
、
経
営
の
状
態
等
々
に
つ

　
　
い
て
そ
の
事
業
に
関
係
の
あ
る

　
　
総
て
の
者
が
深
い
而
も
強
い
反

　
　
省
を
な
し
将
来
こ
の
事
業
が
大

　
　
い
に
発
展
躍
進
す
る
様
更
に
更

　
　
に
努
力
す
る
強
い
決
意
と
自
覚

　
　
を
新
に
す
る
こ
と
が
最
も
大
切

）
な
こ
と
あ
で
る
と
思
う
の
で
あ

一
　
り
ま
す
。
私
は
本
村
が
運
営
す

（
　
る
厚
生
事
業
の
中
最
も
村
民
と

　
　
直
接
の
関
係
の
深
い
こ
の
二
つ

村
長
　
黒

の
制
度
事
業
の
記
念
日
を
迎
う

る
に
当
り
過
去
を
反
省
し
自
己

の
努
力
の
全
か
ら
ざ
る
を
想
い

大
き
い
責
任
を
痛
感
し
て
．
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

申
上
る
迄
も
な
く
本
村
の
国
保

制
度
の
実
施
は
勿
論
直
営
診
療

所
の
開
設
に
致
し
ま
し
て
も
村

民
医
療
保
健
の
見
地
か
ら
真
に

必
要
に
迫
ら
れ
て
開
始
し
た
も

の
で
あ
り
ま
し
て
特
に
慮
診
の

開
設
当
時
の
本
村
に
於
け
る
医

療
の
状
態
は
全
く
無
医
村
の
状

態
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て

こ
の
制
度
な
り
施
設
を
育
て
て

行
く
こ
と
は
私
共
村
民
に
果
せ

ら
れ
た
貴
任
で
あ
り
使
命
で
も

あ
る
と
私
は
信
ず
る
も
の
で
あ

．
り
ま
す
が
村
民
各
位
に
於
れ
て

も
、
こ
の
際
こ
れ
等
の
点
に
つ

い
て
深
い
理
解
と
反
省
を
お
願

い
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
就
任
以
来
村
民
各
位
の
厚

を
迎
え
て

木

松

美

生
面
に
意
を
用
い
諸
種
の
施
設

や
施
策
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た

が
本
年
度
に
お
い
て
は
僅
少
な

額
で
は
あ
る
が
八
十
才
以
上
の

高
齢
者
に
対
す
る
所
謂
養
老
年

金
割
度
を
実
施
し
た
の
で
あ
り

ま
し
て
今
後
に
於
て
も
国
県
の

施
策
と
併
行
し
て
村
民
各
位
の

福
祉
の
増
進
に
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
が
特
に
村
民
の
医

療
と
保
健
増
進
の
問
題
に
つ
い

て
は
深
い
関
心
．
を
も
っ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
最
近
国
内
に

於
て
も
国
民
年
金
制
度
を
初
め

医
療
保
険
等
々
国
民
の
社
会
保

障
制
度
の
強
化
が
問
題
と
さ
れ

特
に
国
民
皆
保
険
の
実
施
を
来

る
昭
和
三
十
五
年
度
完
了
を
目

標
に
諸
施
策
の
な
さ
れ
つ
つ
あ

る
昨
今
、
私
は
こ
の
二
つ
の
事

業
を
数
年
前
に
実
施
さ
れ
た
先

輩
各
位
に
対
し
深
い
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
こ
の
事
業
を
更
に

発
展
せ
し
む
べ
く
最
大
の
努
力

を
な
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で

村
民
各
位
に
於
か
れ
て
も
こ
の

二
つ
の
事
業
が
お
互
村
民
の
重

要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
を
重
ね

て
更
に
認
識
を
昂
め
て
い
た
だ

き
今
後
r
層
の
御
指
導
と
御
協

力
を
祈
っ
》
や
ま
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
．
結
果
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
の
選
挙
と
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票

が
五
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
時
あ
た
か
も
農
繁
期
に
も

か
＼
わ
ら
ず
よ
い
天
候
に
恵
ま

れ
た
こ
と
と
有
権
者
の
自
覚
に

よ
り
、
昭
和
三
十
年
二
月
施
行

の
際
の
八
三
、
七
六
の
投
票
率

を
ず
っ
と
上
廻
る
八
八
、
二
〇

の
優
良
な
投
票
率
を
示
す
こ
と

四周年を迎えた
　　．わたくしたちの診療所

が
で
き
ま
し
た
。
午
後
九
時
か

ら
夜
を
徹
し
て
開
票
き
れ
開
票

の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。

衆
議
院
議
員
選
挙

投
票
区
別
（
部
落
）
有
権
者
投
票
者
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衆
議
院
議
員
選
挙
開
票
の

　
結
果
調

投
颪
響
冊
数
　
　
四
、
九
七
六

内
無
効
投
票
　
　
　
　
　
三
二

　
各
候
補
者
別
得
票
調

累歳相藤田回雪黒
斐野川井尻　島木

政事勝満　通　勇
治明六義貴義港吉

　
一
四
六

　
四
九
二

　
　
七
六

　
二
一
九

二
七
五
八

九
〇
五

　
＝
二
七
、

　
　
八
O

六
茜
ス
（
、
二
Ω
…

三
輪
　
貞
治
　
　
　
四
二

川
野
　
芳
満
　
　
　
七
九
、
豊

沢
　
　
重
徳
．
　
一
五

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

　
審
査
投
票
結
果

投
票
　
　
　
　
四
九
六
三

有
効
　
　
　
　
四
五
五
〇

無
効
　
　
　
　
　
四
＝
二

有
効
投
票
の
内
訳
．

　
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
い

　
う
投
票
　
　
　
　
　
六
五
〇

や
め
さ
せ
な
く
て
も
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
〇
〇

堆
置
『
　
壽

　
　
　
　
　
　
ロ
む

　
　
　
　
梅
　
雨
　
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
’
　
　
　
　
．
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5
す
旧
さ
す
梅
雨
の
晴
間
に
鳴
く
虫
の
澄
み
ぬ
る
こ
え
は
庭
に
起
れ

h
ソ
　
！
「

踊帯

ｯ
難
灘
饗
翻
れ
の

真
白
く
そ
夏
花
咲
き
．
ぬ
さ
み
だ
れ
の
い
ま
だ
降
る
べ
き
庭
の
し
め
り

こ
　
　
　
　
　
．

第
一
表
（
昨
年
の
水
死
者
を
月

　
別
に
検
討
）

別　
少
年
の
水

　
死
者

日
工

灘

少
　
の

通
事
故
の

犠
牲
者

計船黙秘
　
一
名

　
八
名
．

　
八
名

配
達
名
．

唱
二
三
名

　
替
名

六
一
名

一二二
名

二一八

ヨ
≡
一
密
躍
一
一
呂
署
冒
一
一
＝
一
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
一
一
一
≡
輯
≡
一
一
≡
≡
一
≡
≡
一
菩

派
出
所
だ
よ
り

曇
ヨ
一
謹
§
＝
一
＝
≡
一
…
≡
≡
一
嵩
≡
一
≡
［
一
≡
≡
一
≡
＝
一
＝
＝
一
≡
≡
一
覧
≡
一
毒

　
　
　
　
山
陰
部
長
派
出
所

◎
子
供
を
水
禍
か
ら

　
護
ろ
う
。

水
に
親
し
む
季
節
に
な
る
と
子

供
達
の
間
で
は
水
に
関
係
し
た

遊
び
が
多
く
な
り
、
こ
の
時
期

に
は
例
年
、
水
魔
に
尊
い
生
命

を
奪
わ
れ
る
少
年
が
後
を
絶
え

な
い
。
昨
年
宮
崎
県
囚
で
の
水

禍
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
は
総

数
六
曜
借
で
ハ
こ
の
中
六
一
名

が
少
年
で
あ
る
。
こ
れ
を
同
時

期
の
交
通
事
故
に
よ
る
少
年
の

犠
牲
者
数
と
比
較
す
る
と
、
水

死
者
は
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
の
七
倍
も
の
多
．
き
に
達
し
て

い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

層
一
般
の
水
禍
事
故
に
対
す
る
関

心
は
薄
く
、
事
故
防
止
対
策
に

つ
い
て
は
学
校
、
消
防
、
・
防
犯

組
合
等
と
密
接
な
る
連
絡
打
合

せ
を
行
っ
て
防
止
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
各
家
庭
に
お
か
れ
て

も
次
の
表
を
参
考
に
し
て
充
分

な
る
御
協
力
を
御
願
い
し
ま

す
。特

に
耳
川
沿
線
住
居
の
方
は
ダ

ム
放
水
状
況
に
は
常
に
警
戒
を

要
し
ま
す
。

更
に
昨
年
中
、
山
陰
派
出
所
受

持
区
内
の
耳
川
で
は
水
死
者
一

名
（
幼
児
一
人
、
川
辺
で
遊
ぶ

蝶
足
を
す
べ
ら
し
転
落
。
大
人

二
人
の
一
人
は
渡
舟
中
転
落
、

一
人
は
川
辺
に
酒
に
酔
っ
て
寝

て
い
て
ダ
ム
放
水
の
た
め
）
を
．

出
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
こ
そ

無
事
故
で
過
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

－
こ
の
ほ
か
水
死
寸
前
を
発
見
救

助
さ
れ
た
少
年
が
十
名
も
あ

る
。．

第
二
表
（
水
死
場
所
を
検
討
）

姦のト計

髄

と
な
っ
て
お

り
、
川
が
圧
倒

的
に
多
い
。
こ

れ
は
海
に
行
け

な
い
地
域
が
多

い
た
め
、
本
県

の
少
年
達
に
と

っ
て
は
川
が
夏

の
遊
び
場
と
な

っ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

．
第
覧
表
（
水
死
者
を
そ
の
原
因

　
別
に
検
討
）

計のぞ
他

　
に
れ

　
流
さ

溝
急
流

616

τまひ1で
1礪数

211、122

游泳中
に深み
に入り

i7

因原
別

水死

が
あ
る
。
○
落
ち
込
む
と
、

い
上
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な

い
。
な
ど
の
た
め
、
死
亡
率
が

「
落
ち
込
ん
．

で
」
水
死
し

た
と
い
う
の

は
、
溜
池
、

用
水
路
、
川

な
ど
で
水
遊

び
申
の
子
供

（
幼
児
）
が

多
く
、
特
に

用
水
路
、
溜

池
な
ど
で
は

O
浅
い
よ
う

で
案
外
深
み

　
　
　
　
は

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

第
四
表
（
水
死
者
を
年
令
別
に

　
検
討
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
計罫

　
　
才
1
9

一
年
1
5

高校生
15才ッ

　17才

蘇
財

小学生
6才～

　11才

61OO4、
2
9

き別

死
靴

直就学

1才～

　5才

28

従
っ
て
水

死
者
は
中

学
生
以
下

の
年
令
層

で
占
め
て

お
る
。
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騨
■
●
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●
●
●
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●
■
●
圏
四
●
0
●
鯛
●
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●
日
●
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鱒
ロ
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庭
　
欄

轟
●
●
慶
■
■
巳
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儒
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幽
●
口
國
●
口
●
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鱒
●
●
，
●
齢
■
■
口
口
●
■
凹
●
■
●
口

O
料
理
名

　
鰯
の
な
ん
ば
ん
潰

○
材
料
と
分
量

　
い
わ
し
、
七
〇
〇
瓦

　
　
　
　
　
　
（
中
二
〇
尾
）

　
に
ん
じ
ん
、
二
〇
〇
瓦

　
　
　
　
　
　
　
（
中
五
本
）

　
玉
葱
　
二
〇
〇
瓦
（
二
個
）

　
赤
唐
辛
子
　
（
小
一
〇
個
）

経
穴
〇
〇
瓦
，
（
二
合
）

　◇

鼈
�
y
墾

開
　
短
く
な
る
も
の
で
あ
蚤
ゆ
蘭

騙
◇
夕
が
た
に
な
る
と
、
な
ま
、
㎜

　
け
も
の
は
い
そ
が
し
く
な
血
‘

㎜
朋
る
。
　
　
　
　
　
顧

｝◇

齠
♂
T
触
詑

塵税務
課
だ
よ
リ

昭
和
三
十
二
年
度
村
税
納
付
状

況
（
四
月
三
〇
日
現
在
）
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
方
の
御
協
力
に
よ
り
、

も
う
ひ
と
い
き
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
こ
の

後
も
絶
大
な
御
協
力
を
御
願
い

い
た
し
ま
す
。
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落
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納
入
率

二鼠三三ん匂＾δ火＝四＿ヨ
順
位

　
醤
油
　
一
〇
〇
瓦
ニ
ハ
勺
）

　
塩
　
　
．
三
〇
瓦
（
八
勺
）

O
用
畏
　
　
　
　
　
　
．
“

　
包
丁
、
姐
、
ボ
ー
ル
、
「
箸
、

　
フ
ラ
イ
パ
ン
、
カ
メ
、
ビ
ン

　
ス
プ
ン
、
計
量
ヵ
ツ
プ

○
仕
事
の
手
順

　
①
い
わ
し
は
腸
を
出
し
、
頭

　
　
を
と
り
去
り
油
で
ザ
ッ
と

　
空
揚
げ
に
し
熱
い
う
ち
に
♪

　
酢
、
醤
油
、
塩
を
混
ぜ
た
中

　
に
つ
け
る

②
に
ん
じ
ん
、
玉
葱
の
千
切
り

　
と
一
緒
に
漬
け
込
ん
で
、
赤

　
唐
辛
手
を
小
口
切
り
に
刻
ん

　
で
入
れ
る

【
注
】
か
め
又
は
つ
ぼ
に
漬
け

　
る
。

邑
●
－
■
■
3
1
1
1
1
1
1
量
8
■
I
l
l
－
l
l
－
I
1
1
0
1
騨
I
l
l
I
脾
l
l
I
巳
I
l
l
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
田
植
前
金
の
基
準
額
決
定
に
つ
・
い
て

　
昭
和
三
十
三
年
度
の
田
植
、
牛
馬
使
等
の
賃
金
基
準
額
を
．
鱒

　
次
の
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

　
一
、
田
植
は
男
女
共
　
一
日
差

　
二
、
牛
馬
’
使
　
一
日
当

　
三
、
牛
馬
を
連
れ
た
場
合
一
日
当

　
　
　
イ
、
牛

　
　
　
ロ
、
馬

　
四
、
請
負
の
場
合
（
は
る
お
こ
し
）

　
　
　
6
牛
馬
の
場
合
　
　
　
　
　
，
、

　
　
　
　
ω
深
田
（
ヌ
カ
リ
、
山
田
等
）

　
　
　
　
⑧
浅
田
　
脚

　
　
　
⇔
耕
転
機
（
代
あ
け
迄
）

幽
　
昭
和
三
十
三
年
六
月
六
日
決
定

・
二
五
〇
円

三
五
〇
領

事
〇
〇
陰

極
○
○
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

派
○
○
円

口
働
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
農
業
委
員
会

i
巳
－
量
I
l
ー
ー
■
l
l
I
I
l
l
l
－
l
I
l
l
l
一
生
巳
一
1
－
1
■
一
I
l
瘤
l
l
l
■
」

語標B，
ξ
0

防艦

1、防犯は町から村から家庭から

2、防犯はかけ声よりも心がけ

3、防犯で明るく結ぶとなり組

4、寝る前に戸締りよいかもう一度

5、自転車へ鍵と心の二重カギ

6、押し売りにことばかわすな手を出すな

7、不良化は暗い家から社会から

8、子は鏡、親のしつけがみなうつる

9、罪の子を出すも出さぬも母の愛

10、スキがない、それはあなたを守るカギ

ギ

題
爵

謬

↑

，

’

‘　　ぜご
叱　　「J

j
．
．
“

r
＾

所
．パ㌦ゴ1誌泌

・．

|凶蕊　　　　」　噛厚　　解、　∴
　、司乙猶“L．冨

齢

’

◆

」
　
　
．

触
「

ρ

’

，

絵旧婚



　7・
¶　r甲

」

’

」

●

r

　
　
　
．
　
幽
　
亀
　
．

で
す
。
追
肥
の
量
は
一
枚
一
枚

の
畑
の
状
態
に
よ
っ
て
も
ち
が

い
ま
す
が
、
基
肥
を
含
め
で
大

体
三
〇
〇
貫
の
他
に
硫
安
四
～

六
貫
位
の
範
囲
内
が
普
通
で

す
。　

こ
れ
等
の
管
理
作
業
は
別
々

に
行
わ
ず
に
、
で
き
れ
ば
一
貫

し
て
除
草
、
中
耕
、
追
肥
、
培

土
と
引
き
つ
づ
い
て
作
業
を
行

っ
て
能
率
を
あ
げ
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

’
　
’

叫　
ん
だ
。
木
阿
弥
は
思
は
ぬ

　
栄
華
に
奢
っ
た
が
、
や
が

　
て
順
慶
が
長
ず
る
に
及
び

　
早
速
お
払
い
箱
と
な
り
元

　
の
み
じ
め
な
市
人
に
成
り

　
下
っ
た
故
事
【
天
正
軍

　
記
】
に
因
む
も
の

幽∴憲

（2）

酪
農
を
始
め
る
方
の
爲
に

9

　
，　

　
最
近
漸
や
く
本
村
に
も
酪
農
熱

　
　
が
高
ま
っ
て
来
た
よ
う
で
す
。

刷
騒
翻
雛
譜
餓
霧

97
　
村
で
も
既
に
百
数
十
本
が
毎
日

　
　
飲
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

第（
然
る
に
原
乳
の
生
産
に
穿
て
は

　
　
残
念
な
が
ら
未
だ
そ
の
実
績
を

　
　
見
て
い
ま
せ
ん
。
日
向
市
を
中

　
　
心
と
す
る
消
費
衛
場
が
延
び
つ

　
　
つ
あ
る
今
日
東
郷
村
こ
そ
は
原

　
　
乳
の
供
給
地
帯
と
し
て
の
将
来

　
　
性
を
背
負
っ
て
い
る
と
云
え
ま

　
　
し
よ
う
。

　
　
然
し
な
が
ら
酪
農
は
一
日
に
し

　
　
て
成
る
も
の
で
は
な
く
、
導
入

　
　
に
必
要
な
資
本
と
技
術
と
そ
れ

　
　
に
も
増
し
て
乳
牛
を
受
け
入
れ

報　　
る
に
適
は
し
い
経
営
の
体
制
が

　
　
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
　
ん
。

　
　
東
郷
村
は
日
向
市
や
周
辺
の
沿

　
　
岸
町
材
に
此
べ
る
と
遙
か
に
草

寸ネ　
　
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
又

　
　
飼
料
作
物
を
作
付
す
る
余
地
も

　
　
多
い
と
思
ね
れ
ま
す
。
即
ち
酪

　
　
農
の
育
つ
基
礎
条
件
は
具
備
さ

　
　
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
乳
牛
が

　
　
健
康
に
育
ち
泌
乳
に
必
要
な
営

　
　
養
を
給
与
し
得
る
も
の
に
転
換

　
　
改
善
す
る
ζ
と
が
急
務
で
す
。

　
　
酪
農
を
や
ろ
う
と
希
望
さ
巾
る

　
　
人
の
為
に
参
考
に
な
る
問
題
に

東　
　
つ
い
て
少
し
書
い
て
み
ま
し
よ

　
　
’
つ
。

　
　
先
ず
ど
ん
な
牛
を
入
れ
る
べ
き

　
　
か
で
す
が
、
嘱
目
は
価
額
も
高

　
　
く
分
娩
、
搾
乳
、
等
技
術
が
な

　
　
い
と
や
れ
な
い
か
ら
仔
牛
か
ら

　
　
始
め
る
の
が
無
難
だ
と
云
う
の

　
　
が
一
般
の
意
見
の
よ
う
で
す
が

　
　
乳
牛
の
場
合
仔
牛
は
親
牛
の
搾

　
　
乳
の
為
に
極
め
て
早
期
（
二
～

　
　
三
ヵ
月
位
）
で
離
乳
さ
れ
る
の

行　
　
が
普
通
で
す
か
ら
そ
の
育
成
に

　
　
は
人
工
補
乳
が
必
要
で
あ
り
、

発　
　
仔
牛
だ
か
ら
簡
単
だ
と
も
云
え

日
．

　
　
ま
せ
ん
ゆ
そ
れ
で
仔
牛
、
育
成

15　
　
牛
、
経
産
牛
、
或
い
は
妊
牛
を

　
　
入
れ
る
に
は
ど
の
様
な
条
件
が

月6
具
備
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、

年　
　
ど
の
様
な
場
合
に
成
功
し
或
い

　
　
は
失
敗
す
る
か
を
考
察
す
る
と

33　
　
　

和　
　
　
疇
仔
牛
導
入

昭
一
育
成
と
季
蔑
の
技
術
を

　
　
必
要
と
し
、
育
成
に
絶
対
必
要

　
　
な
牧
草
が
作
付
さ
れ
て
い
る
こ
’

　
　
と
、
、
．
（
或
い
は
草
地
の
改
良
潟

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

運
動
其
他
の
管
理
に
必
要
な
手

間
と
場
所
の
あ
る
こ
と
、
泌
乳

迄
の
長
期
間
経
費
が
か
か
り
然

も
攻
入
が
な
い
の
で
こ
れ
に
耐

・
え
得
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
こ

と
。　

二
育
成
牛
の
導
入

（　
絶
対
必
要
な
牧
草
が
作
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
種
付
の
適
期

を
発
見
す
る
技
術
と
牛
に
親
和

す
る
労
力
が
必
要
で
あ
る
。

飼
料
作
物
の
面
積
も
相
当
大
き

く
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
分
娩
期
ま
で
の
出
費
に
耐

え
ら
れ
る
経
済
的
裏
付
け
の
見

定
め
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
三
経
産
牛
の
導
入

（　
売
主
た
る
酪
農
家
が
飽
き
て

い
る
牛
で
あ
る
か
ら
そ
の
人
以

上
に
熱
心
、
且
つ
犠
牲
を
払
う

準
備
が
出
来
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
健
康
度
を
一
層
高
め
．

ら
れ
る
自
信
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
即
ち
導
入
資
金
の
少
な

い
程
飼
育
の
準
備
が
必
要
で
あ

り
、
搾
乳
日
貸
の
犠
牲
に
耐
え
、

ら
れ
る
農
場
経
営
に
な
っ
て
い

な
い
と
失
敗
の
方
向
に
引
き
ず

り
込
ま
れ
る
。
酪
農
へ
の
発
足

に
当
っ
て
は
先
ず
資
金
の
都
合

が
ど
の
程
度
つ
く
か
ど
う
か
を

見
極
め
て
お
か
な
い
と
経
営
に

無
理
が
重
な
っ
て
来
る
。

尚
今
迄
酪
農
の
発
足
進
展
を
は

ば
ん
で
い
た
大
き
な
引
回
と
し

て
原
乳
販
売
ル
…
ト
の
確
立
と

云
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が

我
々
が
自
分
達
の
手
で
処
理
場

を
持
っ
て
製
品
化
し
販
売
す
る

理
想
の
段
階
に
達
す
る
迄
は
一

、
応
日
向
市
の
業
者
の
手
に
ゆ
だ

ね
配
乳
の
戻
り
便
に
託
し
て
出

荷
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
の
で
そ
の
点
の
随
路
は
解

消
し
た
わ
け
で
す
。

乳
が
売
れ
る
と
云
う
こ
と
で
乳

牛
が
は
入
り
乳
牛
が
は
入
っ
た

為
に
今
迄
放
置
さ
れ
て
い
た
原

野
や
雑
木
林
が
放
牧
採
草
地
と

し
て
肥
培
管
理
さ
れ
野
畑
に
は

飼
料
作
物
が
栽
培
さ
れ
る
と
云

う
こ
と
は
理
論
的
に
は
逆
コ
ー

ス
で
す
が
現
実
の
問
題
と
し
て

常
道
な
り
で
す
か
ら
指
導
が
立

遅
れ
と
な
ら
な
い
様
当
局
の
方

に
も
強
く
要
望
す
る
次
第
で

す
。
　
　
仲
深
　
杉
田
　
三
郎

仲
潔
公
民
館
落
成
に
寄
せ
て

仲
深
区
　
N
　
T
　
生

番
号
コ
唱
曲
」
も
と
い
番
号

一
一
三

も
と
い
番
号
列
中
団
員
？
？

A
「
は
、
あ
市
さ
ん
か
つ
ち

　
や
」

B
「
ん
に
や
元
さ
ん
か
つ
ち
や

　
が
」

古
老
が
語
る
明
治
四
十
四
年
頃

に
於
け
る
仲
深
消
防
団
訓
練
の

笑
話
の
一
こ
ま
で
あ
る
。

爾
来
半
世
紀
に
わ
た
る
永
い
間
．

仲
深
区
に
は
公
共
の
施
設
は
な

か
っ
た
が
区
の
行
事
は
全
て
申

央
部
落
（
久
井
原
）
三
浦
各
家

の
快
い
御
協
力
を
仰
ぎ
順
調
に

遂
行
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

行
事
の
後
に
つ
き
も
の
は
さ
ま

っ
て
戯
み
方
で
あ
り
そ
の
飲
み

方
の
後
は
決
っ
て
乱
に
及
ぶ
。

夜
が
更
げ
よ
う
が
器
物
が
こ
わ

れ
様
が
酔
狂
の
御
仁
々
は
至
極

天
下
泰
平
で
あ
る
。
会
場
を
提

供
き
れ
て
、
い
る
宿
元
は
迷
惑
千

腐
で
あ
り
そ
Φ
世
儲
罵
当
ら
れ

だ
責
任
者
の
陰
の
苦
労
は
並
大

抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
斯
く
申
す
筆
者
も
そ
の

下
手
人
の
一
人
で
あ
る
。
三
盛

公
民
館
の
発
足
は
昭
和
二
十
六

年
で
あ
る
が
公
民
館
運
動
の
焦

点
は
何
は
さ
て
お
き
館
の
建
築

に
集
中
さ
れ
資
金
は
？
敷
地
は

と
運
営
委
員
会
の
鳩
首
協
議
は

続
行
さ
れ
た
。

偶
々
昭
和
二
十
五
年
災
の
補
助

事
業
を
う
け
た
西
之
内
林
道
工

事
に
区
民
挙
げ
て
出
役
、
大
枚

五
万
円
の
基
金
を
獲
得
し
気
分

は
一
歩
前
進
し
た
。
続
い
て
二

十
七
年
の
暮
か
ら
八
年
の
春
に

か
け
て
久
井
原
二
十
三
戸
共
有

の
原
野
の
相
談
が
ま
と
ま
り
敷

地
開
設
の
実
現
を
見
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
背
に
東
郷
冨
士

（
楠
森
の
塚
）
仲
深
区
を
象
徴

す
る
西
林
の
絶
壁
を
正
面
に
配

し
更
に
膝
下
に
は

　
石
こ
ゆ
る

　
　
水
の
ま
う
み
を
眺
め
つ
、

　
こ
～
う
か
な
し
も

　
　
　
　
秋
の
た
に
ま
に

牧
水
が
こ
よ
な
く
も
歌
っ
た
坪

谷
川
の
せ
、
ら
ぎ
を
聴
き
遙
か

に
尾
嘗
め
霊
峰
が
望
ま
れ
る
此

処
陵
駕
公
民
館
の
敷
地
は
正
に

東
郷
天
下
の
絶
景
な
り
と
区
民

の
建
築
気
運
は
い
や
が
上
に
も

昂
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し

乍
ら
二
十
九
年
度
の
数
次
に
亘

る
未
曽
有
の
台
風
に
依
っ
て
建

築
問
題
は
文
字
通
り
風
と
共
に

去
り
一
応
申
言
の
止
む
な
き
に

至
っ
た
。
翌
三
十
、
三
十
一
年

度
は
幸
に
も
豊
作
に
恵
ま
れ
て

再
び
建
築
の
議
は
燃
え
上
り
三

十
二
年
度
に
は
是
が
非
で
も
完

成
を
期
す
べ
く
区
民
総
力
を
結

区民の汗の結晶でできた仲深公民館

集
し
て
あ
ら
ゆ
る
施
策
が
推
進

ざ
れ
た
。
而
し
て
吾
々
は
天
命

を
三
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
坪
谷
小
学
校
の
改
築
で

あ
っ
た
。
直
ち
に
村
当
局
議
会

に
対
し
て
資
材
の
払
下
方
を
請

願
す
る
と
共
に
絶
大
な
る
御
援

助
を
賜
り
こ
、
に
仲
深
区
民
待

望
の
公
民
館
が
落
成
し
た
の
で

あ
る
。
吾
々
は
こ
の
喜
び
と
感

激
を
生
か
し
て
公
民
館
運
動
は

も
と
よ
り
区
行
政
の
発
展
引
い

て
は
村
政
振
興
に
寄
与
す
べ
く

更
に
決
意
を
新
た
に
す
惹
も
の

で
あ
る
。

　
さ
つ
き
風
に
春
が
学
び
舎
の

　
　
　
晴
れ
す
が
た

　
尾
鈴
の
嶺
も

　
　
　
ほ
～
え
み
て
お
り
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梅
雨
期
か
ら
夏
期
に
か
け
て
流

行
す
る
消
化
器
伝
染
病
に
つ
い

て
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

梅
雨
時
期
は
毎
日
じ
め
じ
め
し

て
湿
気
が
多
く
気
温
も
比
較
的

高
い
た
め
、
食
物
が
非
常
に
腐

敗
し
易
く
そ
の
た
め
腐
敗
し
た

食
物
、
ば
い
菌
の
つ
い
た
食
物

を
た
べ
る
危
険
が
多
く
従
っ
て

消
化
系
の
病
気
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

特
に
大
腸
カ
タ
ル
、
赤
痢
、
疫

痢
、
食
中
毒
、
腸
パ
ラ
チ
フ
ス

等
が
そ
の
主
な
も
の
で
す
。
そ

の
う
ち
赤
痢
は
日
本
に
特
に
多

い
病
気
で
す
。
で
は
そ
の
赤
痢

疫
痢
は
ど
う
し
た
ら
予
防
出
来

る
で
し
ょ
う
か
。

◎
赤
痢
…
†
痢
が
っ
団
い

　
た
ら
あ
な
た
は
赤
痢
か
も
知

乙
ろ
ま
せ
ん
置
薬
だ
下
痢
止
め

、
～
。

だ
と
さ
わ
ぐ
前
に
先
づ
御
医

者
さ
ん
の
診
察
を
受
け
ま
し

よ
う
。

（
症
状
）

一
、
赤
痢
菌
が
口
か
ら
は
い
り

　
一
日
か
ら
三
日
位
で
発
病

二
、
発
熱
、
下
痢
、
腹
痛

三
、
下
痢
は
始
め
水
様
便
か
ら

　
粘
液
便
更
に
ひ
ど
く
な
か
膿

　
血
便
と
な
る
。

四
、
便
の
回
数
は
一
日
十
回
か

．
ら
多
い
時
は
数
十
回
そ
し
て

　
し
ぼ
り
腹
と
な
る
。

（
予
防
）

一
、
食
前
又
は
外
出
先
か
ら
帰

　
っ
た
ら
手
を
清
潔
に
洗
う
こ

　
と
。

二
、
外
出
先
で
飲
食
物
を
や
た

ら
に
た
べ
な
い
事
。

三
、
暴
飲
、
暴
食
を
さ
け
る
こ

　
と
。

四
、
は
え
も
便
所
か
ら
食
物

　
に
赤
痢
菌
を
は
こ
ぶ
役
割
を

　
し
ま
す
。
従
っ
て
、
は
え
の

　
駆
除
は
赤
痢
予
防
の
大
切
な

　
一
環
で
す
。

◎
疫
痢
…
－
親
の
一
寸
の
油

断
か
ら
可
愛
い
い
お
子
さ
ん
を

一
夜
に
し
て
殺
す
悲
劇
を
起
さ

ぬ
様
御
注
意
下
さ
い
。

（
症
状
）

今
迄
元
気
で
あ
っ
た
子
供
が

急
に
ぐ
っ
た
り
と
元
気
が
な

く
な
り
発
熱
、
度
々
生
あ
く

び
を
し
た
り
た
め
息
を
つ

い
た
り
そ
の
う
ち
枢
吐
（
は

き
け
）
を
く
り
返
し
て
き
ま

す
。
急
に
ひ
き
つ
け
が
始
ま

り
間
も
な
く
意
識
が
不
明
と

な
り
脈
が
弱
く
な
り
手
足
が

冷
た
く
な
り
手
当
が
お
く
れ

た
ら
遂
に
死
亡
す
る
と
云
う

不
幸
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。（

治
療
）

以
上
に
の
べ
た
様
な
症
状
が

起
き
た
ら
速
か
に
医
師
の
診

察
を
乞
う
こ
と
で
す
。
医
師

の
く
る
迄
と
り
あ
え
ず
院
腸

難
山
騨

見
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

甘
藷
植
付
後
の
管
理

　
「
惰
農
は
草
を
見
て
草
を
と

り
、
精
農
は
草
を
見
ず
し
て
草

を
と
る
」
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
甘
藷
の
草
と
り

に
お
い
て
も
、
や
は
り
こ
の
こ

と
が
い
え
る
よ
う
で
す
。

　
植
付
け
て
か
ら
三
週
間
も
す

る
と
も
う
か
な
り
草
が
目
立
っ

て
き
ま
す
。
も
う
少
し
大
き
く

な
っ
て
か
ら
一
と
い
っ
て
い

る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
時
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　

失
し
て
し
ま
い
、
草
は
ふ
え
る

一
方
だ
し
、
一
方
イ
モ
ヅ
ル
は

畑
に
は
い
ま
わ
っ
て
ま
す
ま
す

草
と
り
は
や
り
に
く
く
な
り
、

多
く
の
労
力
を
要
し
ま
す
。
で

す
か
ら
「
草
を
見
ず
し
て
草
を

取
る
」
く
ら
い
に
で
き
る
だ
け

早
目
に
除
草
す
る
こ
と
で
す
。

　
又
い
ま
ま
で
ツ
ル
返
し
を
や

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
全

く
効
巣
が
な
い
こ
と
が
研
究
の

結
果
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
除

草
の
能
率
上
、
生
育
の
初
期
に

行
う
場
合
に
は
返
し
た
蔓
は
除

草
後
、
再
び
元
に
も
ど
し
て
お

、

け
ば
ほ
と
ん
ど
ね
る
い
影
響
に

な
い
よ
う
で
す
。

　
梅
雨
の
あ
と
な
ど
で
は
、
雨

で
畦
の
表
面
の
上
を
洗
い
お
と

さ
れ
、
固
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
中
耕
や
溝
上
げ
を
な
る
べ

く
深
く
し
て
空
気
が
土
の
中
に

よ
く
と
お
る
よ
う
に
し
て
イ
モ

の
肥
大
を
よ
く
し
て
や
り
，
ま

す
。　

追
肥
は
す
で
に
植
付
の
と
き

に
、
或
て
い
ど
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
基
肥
の
量
が

少
な
か
っ
た
り
、
葉
の
色
が
わ

る
く
ツ
ル
の
伸
び
が
、
よ
ぐ
な

い
よ
う
だ
っ
た
ら
追
肥
し
ま

す
。
燐
酸
や
加
里
分
は
基
肥
に

ほ
ど
こ
す
の
が
良
い
で
す
が
、

も
し
量
が
少
な
い
よ
う
だ
っ
た

ら
植
付
後
な
る
だ
け
早
く
や
り

ま
す
。
窒
素
の
追
肥
時
期
は
植

付
後
覆
〇
日
～
四
〇
日
ご
ろ
が

も
っ
と
も
よ
い
よ
う
で
す
。

　
雨
の
多
い
年
や
砂
地
な
ど
で

は
迫
肥
は
二
、
三
回
ぐ
ら
い
に

分
け
て
や
っ
た
方
が
よ
い
よ
う

　
　
　
8
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僕
　
の
　
母

五
月
の
朝
子
鳥
の
声
で
僕
の
目

が
さ
め
た
時
、
も
う
母
は
朝
草

を
刈
っ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
。

僕
が
胃
年
会
で
夜
遅
く
寝
ん
だ

事
を
知
っ
て
い
る
、
母
は
僕
を

起
さ
ず
朝
バ
ミ
（
家
畜
の
餌
）

を
き
り
始
め
ら
れ
た
。
『
五
月

の
百
姓
の
仕
事
は
も
う
始
ま
っ

て
い
る
』
母
は
兄
弟
五
人
を
育

て
た
、
戦
時
中
は
長
男
を
戦
争

に
取
ら
れ
、
幼
な
い
僕
達
の
面

倒
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
っ
た
。

今
の
僕
に
は
た
だ
本
当
に
苦
労

さ
巾
た
母
し
か
思
わ
れ
な
い
。

五
月
の
第
二
日
曜
日
、
母
へ
の

感
謝
の
日
が
今
年
も
や
っ
て
き

た
。
僕
達
の
部
落
で
も
急
雷
ネ

シ
ヨ
ン
の
花
や
た
く
さ
ん
の
贈

物
を
送
っ
て
一
夜
青
年
と
合
同

の
会
を
開
い
た
。

忙
し
い
仕
事
を
終
え
て
た
く
さ

ん
の
母
野
が
集
ま
ら
れ
た
青
年

会
長
の
挨
拶
、
母
親
代
表
の
言

葉
が
あ
っ
て
色
々
と
話
は
進
め

ら
れ
た
。
こ
の
話
の
中
心
臨
や

つ
ば
り
家
庭
の
経
済
の
苦
し
い

事
で
あ
る
、
こ
の
苦
し
い
中
に

も
手
供
を
育
て
る
母
達
の
犠
牲

　
は
大
き
い
こ
と
が
僕
達
青
年
に

　
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。

　
僕
の
母
も
六
十
才
ト
今
は
仕
事

　
の
片
わ
ら
孫
の
守
を
し
て
い

　
る
。
、
着
い
時
か
ら
の
連
続
の
過

　
労
の
た
め
、
年
よ
り
は
十
才
以

　
上
も
老
い
て
見
え
る
母
、
毎
日

朝
草
を
刈
り
に
出
か
け
る
母
、

　
冬
も
手
織
り
の
着
物
を
着
て
、

　
昔
の
小
学
校
四
年
し
か
出
て
い

　
な
い
ど
い
い
な
が
ら
、
新
聞
も

　
読
む
し
、
子
供
の
勉
強
も
み
て

　
く
れ
る
、
い
ま
だ
医
者
に
か
か

　
る
様
な
病
気
は
し
な
い
健
康
な

体
で
雨
に
も
夏
の
暑
さ
に
も
負

　
け
ぬ
、
丈
夫
な
体
の
母
、
欲
は

●　
な
く
決
し
て
怒
ら
ず
、
い
つ
も

　
明
る
い
笑
顔
で
い
る
母
。
人
に

　
ほ
め
ら
れ
も
せ
ず
、
苦
に
も
せ

　
ぬ
母
。
た
だ
僕
達
の
事
を
案
じ

　
て
く
れ
る
母
。
僕
は
こ
ん
な
母

　
を
持
っ
て
本
当
に
幸
わ
せ
で

　
あ
る
と
思
う
。

　
◆
母
の
日
に
◆

　
　
　
寺
迫
青
協
　
海
野
　
清
房

郷
土
「
日
常
語
」
解
明

　
　
　
　
海
野
　
降
下

ム
モ
ト
ノ
モ
ク
ア
ミ

ー
元
の
木
阿
弥

　
意
…
一
時
の
成
功
に
浮
い
た

　
　
が
又
旧
態
に
沈
む
事

　
解
…
戦
国
時
代
、
筒
井
順
風

　
　
（
織
田
豊
臣
方
の
武
将
）

　
　
の
父
順
昭
が
危
篤
の
枕
頭

　
　
に
、
嗣
子
の
幼
弱
を
憂
慮

　
　
し
、
四
辺
の
宿
敵
共
を
た

　
　
ぶ
ら
か
す
一
策
と
し
て

　
　
『
必
ず
吾
が
死
を
秘
す

　
　
事
、
盲
人
の
木
阿
弥
が
我

　
　
こ
h
ね

　
　
声
音
そ
っ
く
り
な
の
を
幸

　
　
い
彼
を
奥
殿
に
招
き
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
よ
ポ
き

　
　
室
を
隔
て
、
外
様
共
に

　
　
〃
声
の
対
面
〃
を
や
ら
せ

　
　
て
吾
が
生
存
を
装
は
せ

　
●
よ
』
と
畏
く
遺
言
し
て
死

後
記

編
集

＠

◇
六
月
置
動
ず
れ
た
。

　
深
緑
の
山
々
、
尾
を
さ
く
よ

　
う
な
時
鳥
の
鳴
声
、
計
う
つ

　
五
月
雨
、
と
び
か
う
ほ
だ
る

　
あ
や
め
も
わ
か
ら
ぬ
五
月
闇

　
等
す
べ
て
が
六
月
の
風
物
詩
、

　
で
あ
る
。

◇
だ
が
こ
の
自
然
の
中
に
生
き
．

　
る
農
民
は
、
田
植
に
甘
藷
植
．

　
に
陸
稲
の
除
草
に
日
も
こ
れ
，

　
足
り
ぬ
有
様
で
あ
る
。
全
く

　
猫
の
手
も
借
り
た
い
六
月
で

　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

◇
本
村
が
国
民
健
康
保
険
制
度

　
を
実
施
し
て
こ
ご
に
五
年
、

　
直
営
診
療
所
を
開
設
し
て
四

　
年
、
こ
の
閑
お
互
村
民
の
保

　
健
の
上
に
病
気
治
療
の
上
に

　
こ
の
二
つ
の
事
業
よ
り
う
け
．

　
た
恩
恵
は
非
常
に
大
き
い
。

◇
考
え
て
み
る
と
こ
の
二
つ
の

　
大
事
業
は
お
互
村
民
が
運
営

　
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
ご

　
と
で
は
な
い
お
互
に
こ
の
施
．

　
設
、
事
業
を
百
パ
し
セ
ン
ト

利
用
し
て
こ
れ
が
充
実
を
は

　
か
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

◇
六
月
号
を
お
く
る
。
御
一
読

　
を
乞
う
。

氷
無
月
や
萩
も

　
　
　
　
す
～
き
も
風
の
草
・

　　五月の行富から

部落公民館役職三皇修会風景

田野部落の「母を讃える」つどいの風景

婦人会員の共同作業（茶摘み）風景

旨
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